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要旨
　江戸時代初期に青銅の鋳造で造られた九
く ほ ん じ
品寺大仏（東
京都台東区）、瀧











































































































































図 1　九品寺大仏 図 2　九品寺大仏蓮台































































図 3　九品寺大仏衣文 図 4　九品寺大仏衣文
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２）瀧泉寺大日如来坐像の製作技法


































































図 29　瀧泉寺大日如来坐像遠景 図 30　瀧泉寺大日如来坐像



































































図 31　瀧泉寺大日如来坐像 図 32　瀧泉寺大日如来坐像























































































































































































図 57　吉祥寺大仏 図 58　吉祥寺大仏




































































図 59　吉祥寺大仏蓮台 図 60　吉祥寺大仏蓮台
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図 85　瀧泉寺大日如来坐像 レーザー測量図（作図：アコード）
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図 86　吉祥寺大仏 レーザー測量図（作図：アコード）
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図 86　瀧泉寺大日如来坐像  上面レーザー測量図（作図：アコード）
図 87　吉祥寺大仏 上面レーザー測量図（作図：アコード）
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8） 東京都文京区の吉祥禅寺御用達刻碑處 杉崎石材店 
杉崎英二氏にご教示をいただいた。 
9） 細長く折れそうな中子や、複雑な形状の中子はあ
らかじめ意図的に切って中子を作ることがある。
複数個に切った中子を外鋳型に嵌めて鋳造すると
切った隙間に湯が流れる。胎内観察によってこう
いった湯の流れた痕跡が法華経寺大仏の両手には
見られる。
10） 中国明清代の梵鐘技法については、三船が2000年
に北京、大鐘寺博物館で調査した結果に基づいて
いる。この報告書は未発表。
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